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人工地震観測による三陸沖地殻構造の推定(序報)

Study of crustal structure along the NS line cutting the Sanriku-Haruka-Oki Earthquake
region, by controlled sources and OBSs.
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プレート境界の地震発生の理解には、プレート境界上でのアスペリテイの分布を把握するのが重要である。ア

スペリテイはプレート境界面での性質の変化に支配されると考えられ、境界面上での流体の存在が関与する可能性

がある。これらの性質の違いは、プレート境界面からの地震反射強度の変化の観測により明らかになる可能性があ

る。三陸はるか沖地震はモーメントレリースが良く分かった地震であり、この本震・余震域を縦断する測線の海底

地震計・制御震源による調査を行った。本講演では観測の概要と序報として得られた結果を紹介する。

１．はじめに

  プレート境界の地震発生の理解には、プレート境界上でのアスペリテイの分布を把握するのが重要である。

アスペリテイはプレート境界面での性質の変化に支配されると考えられ、境界面上での流体の存在が関与する可能

性がある。これらの性質の違いは、プレート境界面からの地震反射強度の変化の観測により明らかになる可能性が

ある。三陸はるか沖地震はモーメントレリースが良く分かった地震であり、この本震・余震域を縦断する測線の海

底地震計・制御震源による調査を行った。本講演では観測の概要と序報として得られた結果を紹介する。

２、目的

  今回の観測の目的は主に３つあり、不均質地殻構造の推定、プレート境界からの地震波反射強度、およびそ

れから推定されるアスペリテイ分布の時間的変化、を調べることである。反射強度の強いところに流体が存在すれ

ば、プレート境界面に置いて沈み込む海洋プレートがずるずる滑ってしまい、大きな地震が発生しにくいと考えら

れる。今回反射強度を測定することによってその領域が本来地震の起こりづらい場所なのか、それとも将来的に起

こる大地震に向けてひずみが蓄積されているのかを調べる。また、三陸はるか沖地震からおよそ５年経った現在、

反射強度がどうなっているかを調べる。この領域ではしばしば大地震が起こっているので、境界面の固着度が強い

と仮定すると、反射強度は比較的弱いものであり、継続して観測していくと反射強度は地震直前にもっとも弱くな

る可能性がある。

３．観測および解析

　１９９９年１０月２５日から１０月３１日にかけて、地震予知の用船により観測を行った。測線はおよそ北

緯３９°～４１、２°、東経１４２、６°～１４２、８°、南北約２５０ｋｍである。震源はとしては火薬が合計

８１発合計３６００kg(４００kg×１、３０kg×８０)、エアガンが１８リットルの９０気圧×１８００発を使用し

た。地震計としてはデジタル式海底地震計１７台使用した。現在解析中であるが、解析は地下構造の推定について

はおもに P 屈折波の初動走時を使用した。また、反射強度分布の比較については PP の反射波走時を利用する。可

能であれば、水平成分についても解析に利用する予定である。

４．結果

  現在までに分かっていることは、測線の南側に反射波と考えられる相が強く出ている領域が有るが、北側に

は顕著でない。この差は、三陸はるか沖・十勝沖地震の本震余震域とも関係がある可能性がある。


